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Ⅰ 教育活動収支 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．教育活動収入 １，３１７，７１６千円（予算比 １０７，４３４千円増） 

 
教育活動収入は資金収支概要の経常的収入から受取利息・配当金 46千円を除いた

1,317,716千円となり、予算比 107,434 千円の増となった。 

 

 

【事業活動収支計算書について】 

事業活動収支計算書は、旧消費収支計算書が平成 27 年度からの学校法人会

計基準改正に伴い変更となった計算書で、企業会計でいう損益計算書に近い財

務書類である。特徴として、教育活動収支、教育活動外収支、特別収支の３つ

に区分した様式とし、学校法人の諸活動別の収支均衡状態が明確となってお

り、学校法人の経営状況がより分かり易いものとなっている。また、学校法人

会計特有の基本金組入については従前の考え方を維持している。 

 

※項目毎の説明は以下のとおりである。 

【教育活動収支について】 

教育活動収入は学校の運営における主となる経常的な収入で、納付金収入、

補助金収入等が該当する。資産の増加となる現物寄付金等も含む。（※29年

度は現物寄付なし） 

教育活動支出は、学校運営における主となる経常的な支出で、人件費、教

育研究経費、管理経費等が該当する。また、退職金期末要支給額を基準とし

て繰入を行う退職給与引当金繰入額や固定資産の減価償却費も含まれる。 

 



２．教育活動支出  １，４９１，１７０千円（予算比  ２６，２４３千円増） 
 
人件費支出については、資金収支計算の人件費支出（退職金を除く）に退職金及び

退職給与引当金繰入額について 30 年度末退職金期末要支給額の 100％を基準に調

整した結果、予算比 71,107千円増の 941,119千円となった。 

 

教育研究経費支出については資金収支金額に30年度減価償却額129,723千円を

加算した 394,740千円となり、予算比 31,321千円の減となった。 

 

管理経費支出については資金収支金額に 30 年度減価償却額 16,551 千円を加え

た 155,311千円となり、予算比 13,543 千円の減となった。 

 

 

Ⅱ 教育活動外収支 
 

 

 

 

 

 

 

３． 教育活動外収入  ４６千円（予算比 15 千円減） 
 
資金収支同様、信用金庫配当金、預金利息で 46千円となった。 

 

 

４． 教育活動外支出  4，４５１千円（予算比増減なし） 
 
借入金利息について資金収支同額の 4,451 千円となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育活動外収支について】 

教育活動外収入は、教育活動以外の資金調達や資金運用等財務活動、及

び収益事業活動に係る収入、支出である。主な科目としては収入では受取

利息配当金収入等で、支出は借入金利息等である。 
 



Ⅲ 特別収支 
 

 

 

 

 

 

平成３０年度決算においては該当なし。 

 
 
 
Ⅳ 基本金組入額 

 

５． 基本金組入 ４４，１２８千円（予算比  ７２千円組入増） 
 
第１号基本金 

固定資産取得額及び当該年度借入金返済額を基に計算した 44,128 千円を組入す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本金について】 

基本金とは学校法人会計最大の特徴ある科目で、定義は教育研究活動

のための諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に保持するために維

持すべきものとして帰属収入のうちから組入れた金額である。第 1 号か

ら第４号まで以下の種類がある。 
 
第 1 号基本金…固定資産の取得に要した価額 

第２号基本金…将来取得する固定資産の額（計画書必要） 

第３号基本金…基金として継続して保持し運用する資産の額 

（計画書必要） 

第４号基本金…恒常的に保持すべき資金 

【特別収支について】 

特別収支は、特殊な要因によって一時的に発生した臨時的な事業活動収

入及び事業活動支出である。過年度修正額や資産処分差額（資産取得時と

処分時の帳簿価額の差額）等である。 
 



Ⅴ 収支差額 
 
6． 基本金組入前収支差額   △１７７，８５９千円（予算比１０２，１７６千円 【改善 】） 

 当年度収支差額      △ ２２１，９８７千円（予算比１０２，１０４千円 【改善 】）      

 

Ⅰの教育活動収支差額は予算比 81,191 千円増の 173,454 千円となった。 

 

Ⅱの教育活動外収支差額は予算比 15千円減の 4,405 千円となった。 

 

Ⅲの特別収支差額は 30 年度において該当がなかった。 

 

Ⅳの基本金については施設設備取得経費用、借入金返済分など第１号基本金

として 44,128千円の組入を行った。 

 

この結果、基本金組入前収支差額（旧 帰属収支差額）については 177,859

千円の支出超過となり、予算比 102,176 千円と改善した。基本金組入後の当

年度収支差額については 221,987 円の支出超過となり、予算比 102,104 千円

と改善した。 
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